
「おめでとう、伊高弓道部」

７月28日から沖縄県で開催された全国高校総

合体育大会弓道競技女子団体において、伊保

内高校弓道部女子が３位入賞の偉業を成し遂

げました。同校初、県勢としても30年ぶりの

表彰台。全国の舞台での快挙に、村は大きな

感動に包まれました。

伊保内高校弓道部女子・インターハイ第３位…２～３

　同校初、岩手勢として30年ぶりの入賞果たす

●九戸まつり…４～５　●九戸中学校職場体験レポート…６～７　

●９月 10 日は下水道の日…８～９　●九戸村成人式…18 ～ 19

2010年
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号
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ターハイ第3位

同
校
初
、
岩
手
勢
で
は

30
年
ぶ
り
の
表
彰
台

　

７
月
28
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
、
沖

縄
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
合
体

育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）。
４
年
ぶ
り
、

４
度
目
と
な
る
大
会
に
出
場
し
た
伊
保

内
高
校
弓
道
部
女
子
が
、
同
校
初
の
３

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
佐
藤
美
沙
希

さ
ん
（
３
年
）、
細
川
莉
穂
さ
ん
（
同
）、

笹
川
美
紀
さ
ん
（
同
）、
桂
川
紗
由
里

さ
ん
（
同
）、
下
平
縁
さ
ん
（
２
年
）、

控
え
に
戸
井
口
あ
ゆ
み
さ
ん
（
同
）。

　

上
位
32
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
団
体
予
選
に

は
、
48
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
伊

保
内
高
校
は
20
射
13
中
の
成
績
で
、
余

裕
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め

ま
す
。
大
会
２
日
目
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
の
１
回
戦
は
、
鶴
岡
中
央
（
山

形
）
と
の
試
合
。
本
調
子
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
10
‐
７
で
辛
勝
し
、
４
年

前
に
先
輩
た
ち
が
残
し
た
過
去
最
高
位

の
「
ベ
ス
ト
16
」
に
並
び
ま
す
。
大
会

３
日
目
に
行
わ
れ
た
２
回
戦
で
は
、
高

松
第
一
（
香
川
）
に
11
‐
10
で
競
り
勝

ち
、
準
々
決
勝
の
千
葉
北
（
千
葉
）
に
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インタ伊保内高校
弓道部女子

は
14
‐
８
で
快
勝
。
準
決
勝
で
は
、
今

大
会
で
優
勝
し
た
岐
阜
総
合
学
園
（
岐

阜
）
に
敗
れ
、
10
射
の
的
中
数
で
競
う

３
位
決
定
戦
に
臨
み
ま
し
た
。「
準
決

勝
で
負
け
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
１
本

１
本
最
後
ま
で
し
っ
か
り
や
ろ
う
」（
桂

川
）と
心
に
決
め
て
臨
ん
だ
試
合
。結
果
、

鎌
倉
女
子
大
学
（
神
奈
川
）
を
８
‐
３

で
下
し
、
同
校
初
、
岩
手
勢
と
し
て
は

30
年
ぶ
り
の
表
彰
台
を
決
め
ま
し
た
。

　
伊
保
内
高
校
弓
道
部
、

感
動
を
あ
り
が
と
う

　

８
月
３
日
、
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
手
に
、

村
長
室
を
訪
れ
た
伊
保
内
高
校
弓
道

部
。
岩
部
村
長
は
「
村
民
の
期
待
に
こ

た
え
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え
て

３
位
入
賞
を
果
た
し
た
皆
さ
ん
を
心
か

ら
お
祝
い
し
ま
す
。
こ
の
財
産
を
大
事

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
選
手
を
労
い

ま
し
た
。
今
大
会
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
た
外
澤
実
輝
さ
ん
（
２
年
）
は
「
先

輩
た
ち
み
た
い
に
、
見
て
い
る
人
を
感

動
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
試
合
が
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
今
後
の
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

８月１日午後９時過ぎ、伊保内小学校に到着した選手団。

伊保内高校の生徒など、村民100人以上が大きな拍手と歓声で出迎えました。【写真提供】岩手日報
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九
戸
ま
つ
り
は
８
月
16

日

か
ら
19

日
ま
で
の
４
日
間
、

戸
田
・
伊
保
内
地
区
で
華
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
に
１
度
行
わ
れ
る
戸

田
の
新
明
宮
祭
典
で
は
、
子

供
み
こ
し
や
虎
舞
、
剣
舞
、

獅
子
舞
な
ど
の
郷
土
芸
能

が
、
沿
道
で
見
守
る
帰
省
客

や
村
民
を
魅
了
。
伊
保
内
の

熊
野
神
社
祭
典
で
は
、
華
麗

に
飾
ら
れ
た
上
町
・
下
町
・

南
田
の
山
車
が
太
鼓
や
笛
の

音
と
共
に
ま
ち
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

18

日
に
は
、
伊
保
内
小
児

童
が
剣
舞
や
、
政
實
太
鼓
が

流
し
太
鼓
を
披
露
。
沿
道
に

詰
め
か
け
た
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
九
戸
音
頭
と
ナ

ニ
ャ
ト
ヤ
ラ
流
し
踊
り
に

は
、
多
く
の
団
体
が
華
麗
な

踊
り
を
披
露
し
て
、
ま
つ
り

を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

【
熊
野
神
社
祭
典
・
神
明
宮
祭
典
】

九
戸
ま
つ
り

【
熊
野
神
社
祭
典
・

戸
ま
つ神
明
宮
祭
典
】

つ
り

子どもたちに大人気の金魚すくい。

いっぱいとれたかな?

観客が見守るなか、最後まで元気に

剣舞を踊った伊保内小児童たち

華やかな稚児たちに、沿道からは

「かわいい」の声が飛んでいました

おはやしに合わせて軽快に

舞う、熊野神社の大神楽

華やかに飾りつけられた上町・下町・南田の山車が運行
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打ち上げ花火には、村内外から

たくさんの観客が集まりました

美しいテノールで聴衆を

魅了した坂下良太さん

すっきりとした青空のもとで

行われた、新明宮みこし還御

地元バンドTRASHのライブには、

雨にもかかわらず多くの観客が

今年も多くの観客が聴き入った

漆原栄美子さんの民謡ショー

戸田のまちをにぎやかに

彩った流し踊り

村舞踊研究会の熟練の舞いに

大きな拍手が送らていました

息の合った舞いを披露した

荒谷獅子踊り

気迫みなぎる政實太鼓を、沿道の観客は息をのんで見つめました 子どもから大人まで一つになって楽しんだ流し踊り

軽やかに舞う二ツ家の虎舞
躍動的な踊りで観客をひきつけた

伊保内高校郷土芸能委員会の江刺家神楽

「わっしょい！わっしょい！」と元気な

声を響かせた戸田の子供みこし
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中
学
生
62
人
が

４
日
間
の
就
業
体
験

　

７
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
、

九
戸
中
学
校
２
学
年
62
人
の
み

な
さ
ん
が
、
村
内
19
か
所
の
事

業
所
で
職
場
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
小
・
中
学
生
が

発
達
段
階
に
応
じ
て
職
業
観
や

勤
労
観
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
、  

将
来
社
会
で
主
体
的
に
生
き
る

力
を
育
む
学
習
が
、
今
、
社
会

で
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
す
。

　

本
村
は
、
昨
年
度
よ
り
国
か

ら
﹁
発
達
段
階
に
応
じ
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
支
援
事
業
」︵
３
カ
年
・

対
象
校
は
江
刺
家
小
学
校
、
九

戸
中
学
校
︶
の
指
定
を
う
け
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
・
中
学

校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
の

た
め
に
、
今
年
２
月
に
﹁
九
戸

村
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
協
議
会
」

︵
会
長
・
岩
部
茂
村
長
︶
を
発
足

さ
せ
、
村
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
な
ど
の
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
九
戸
中
学
校
は
、
こ

の
村
の
推
進
協
議
会
で
作
成
し

た
﹁
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
験
学
習

人とのふれあい通して、
働くことの意義を学ぶ。
九 戸 中 学 校 職 場 体 験 レ ポ ー ト学 習

ナインズファームを訪れ、体験学習に臨む生徒を激励する岩部村長
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事
業
所
リ
ス
ト
」
を
活
用
し
て
、

取
組
を
進
め
、
村
内
の
19
の
事

業
所
で
２
学
年
全
員
が
４
日
間

の
貴
重
な
体
験
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
生
徒
た
ち
は
、
こ
の

職
場
体
験
学
習
で
学
ん
で
き
た

こ
と
を
も
と
に
、
事
業
所
に
学

習
し
た
成
果
を
伝
え
た
り
、
秋

の
文
化
祭
で
保
護
者
や
地
域
の

み
な
さ
ん
に
発
信
し
た
り
す
る

学
習
の
ま
と
め
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
効
果

【
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
】
学
ぶ

こ
と
の
意
味
や
あ
い
さ
つ
な
ど

の
大
切
さ
を
実
感
し
、
学
習
意

欲
や
規
範
意
識
が
は
ぐ
く
ま
れ

ま
す
。

【
企
業
に
と
っ
て
】
社
会
全
体
の

宝
で
あ
る
将
来
の
人
材
を
育
成
す

る
と
い
う
企
業
と
し
て
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
ま
す
。

【
地
域
に
と
っ
て
】
伝
統
工
芸
な

ど
地
場
産
業
や
地
域
の
商
店
街

な
ど
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
の

興
味
関
心
が
高
ま
り
、
後
継
者

の
育
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

生徒たちが体験活動でお世話になった事業所

小笠原菓子補（アムール小笠原） 江刺家保育園 江刺家小学校

サラダ館フジダテ 戸田保育園 ふるさとの館

スーパーおとも 特別養護老人ホーム折爪荘 オドデ館

中村一郎商店（中一ガソリンスタンド） デイサービス折爪 ナインズファーム

カービレッジ保大木 グループホーム折爪 戸田牧野

伊保内幼稚園 ＪＡ新いわて北部営農経済センター九戸 九戸村役場

伊保内保育園 ★生徒の受け入れにご協力いただき、ありがとうございました。

戸田牧野

　牛への薬かけや、餌やりなどを

体験しました。「今までこんなに牛

に近づいたことはなかったので、

初めは少し怖かったけど、慣れて

きました。放牧の時に薬をかける

作業や、検診の体験は大変だった

けど、楽しくできました。」（向川

藍さん）

ナインズファーム

　ピーマンの選別や、収穫などを

体験しました。「おじいちゃんの作

業を見ていたけど、実際にやって

みるのは初めて。収穫は、どれく

らいの大きさのものをとればいい

のか難しいです。ハウスの中は暑

くて大変ですが、やりがいのある

仕事です」（戸井口啓太くん）
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information

９月10日は「下水道の日」です。

下水道　水から聞こえる　ありがとう

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活

雑
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
な
ど
を
集
め
て
処

理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
施
設

で
す
。
緑
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　

村
で
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
伊
保
内
地
区

の
下
水
道
管
渠
工
事
に
着
手
し
、
平
成
12
年

度
か
ら
一
部
供
用
を
開
始
し
て
以
来
、
順
次

供
用
区
域
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
末
の
公
共
汚
水
マ
ス
設
置
数
は
９
４
１

個
で
、
そ
の
う
ち
51
・
０
％
、
４
８
０
個
の

マ
ス
が
接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設置済
公共マス数

接続済
公共マス数

接続率

12年度 151 41 27.2

13年度 295 90 30.5

14年度 446 150 33.6

15年度 521 221 42.4

16年度 724 307 42.4

17年度 766 348 45.4

18年度 845 397 47.0

19年度 903 432 47.8

20年度 936 463 49.5

21年度 941 480 51.0

供用開始以降の各年度末における接続率の状況
（単位：個、％）

　

こ
の
施
設
は
、
規
模
の
小
さ
な
下
水
道

で
、
農
業
集
落
に
お
け
る
生
活
雑
排
水
や

ト
イ
レ
の
汚
水
な
ど
を
集
め
て
処
理
し
、

き
れ
い
に
浄
化
さ
れ
た
水
を
農
業
用
水
路

や
河
川
に
戻
す
た
め
の
施
設
で
す
。

　

村
で
は
、
戸
田
地
区
（
元
村
、
牛
の
馬
場
、

舘
ノ
下
）
に
導
入
し
、
平
成
14
年
度
か
ら

供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

末
の
公
共
汚
水
マ
ス
設
置
数
は
１
７
４
個

と
な
っ
て
お
り
、
53
・
４
％
、
93
個
の
マ

ス
が
接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

供用開始以降の各年度末における接続率の状況
（単位：個、％）

設置済
公共マス数

接続済
公共マス数

接続率

14年度 164 44 26.8

15年度 164 65 39.6

16年度 166 75 45.2

17年度 168 79 47.0

18年度 169 83 49.1

19年度 170 86 50.6

20年度 173 89 51.4

21年度 174 93 53.4

公
共
下
水
道

私たちは、生活に欠かせない水の確保を含めて、川からたくさんの恩恵を受けています。

その清らかな流れを守り、子どもたちに残すことは私たちの義務といえます。

村では、河川清流化対策として、生活雑排水を処理するために以下に紹介する３つの事業に取り組んでいますが、

他市町村に比べて下水道・農業集落排水施設とも接続率が低く、

せっかく整備した施設が充分稼動していない状況にあります。

清らかな川の流れを取り戻すためにも、接続率の向上にご協力をお願いします。

農
業
集
落
排
水
施
設



9 広報くのへ（2010年9月号）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
各
家
庭
に
設
置

す
る
も
の
で
、
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を

処
理
し
河
川
等
に
放
流
す
る
施
設
で
す
。

乗
用
車
１
台
分
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ

ば
短
期
間
で
設
置
で
き
、
汚
水
処
理
能
力

も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
末
で
２
０
３
世

帯
の
方
が
設
置
済
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

22
年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
申
込
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
来
年
度
以
降
も
継
続
す

合
併
処
理
浄
化
槽

る
予
定
で
す
の
で
、
平
成
23
年
度
中
に
住

宅
の
新
築
や
増
改
築
、
ト
イ
レ
、
台
所
な

ど
の
改
造
に
伴
っ
て
浄
化
槽
を
設
置
す
る

計
画
の
あ
る
方
は
、次
の
事
項
に
留
意
の
上
、

農
林
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　
　

９
月
30
日
（
木
）

○
補
助
の
条
件　

❶
設
置
場
所
が
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
の
事
業
認
可
区
域
外
で
あ
る
こ
と

❷
村
税
な
ど
公
共
料
金
の
滞
納
が
無
い
こ
と

❸
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

❹
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
事
業
者
の
場

合
は
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居
住
用

建物延べ面積など 浄化槽の規模 補助限度額

130㎡以下 ５人槽 375,000円

130㎡超 ７人槽 494,000円

２世帯住宅、
大家族住宅など

台所、浴室などが
２か所以上

10人槽 854,000円

※浄化槽の人槽は建物用途別し尿浄化槽処理対象人

員算定基準に基づき定められています。

合併処理浄化槽に対する補助額

（ ）

R　調理くずや天ぷら油を台所に流さない

R　水洗トイレには溶ける紙を

R　洗剤の使いすぎに要注意

R　危険物は下水に捨てない

R　風呂場や洗面所の髪はこまめに取り除く

R　マンホールの「フタ」を開けない

下水道使用の際の注意事項

水洗化工事を実施する方のために

　助成制度

　同じ水洗化工事でも、お住まいの地区や工事の

内容によって利用できる制度が変わってきます。

また、それぞれ補助の条件（村税等の滞納無など）

が定められており、制度を利用できない場合もあ

ります。

　どの制度も事前に申請していただく必要があり

ますので、トイレなどの水洗化や住宅の新築・増

改築を計画している方は早めにご相談ください。

【事業に対する問い合わせや補助金の申込先】

役場農林建設課水環境班（☎42-2111内線272）

❶ 水洗便所設置費補助金

　生活保護世帯の方が水洗化工事を実施

する場合に、22 万５千円を限度として補

助金を交付します。

　公共下水道または農業集落排水施設の

事業認可区域内に住宅を有する人に対し、

水洗化改造資金の融資（上限 100 万円）

をあっせんし、個人負担が１％となるよ

う、その融資を行う金融機関へ利子補給

を行います。

　住宅のリフォーム工事（水洗化工事も

含まれます。）を村内の事業者によって行

う場合に、対象事業費の 10％、10 万円を

限度として九戸村商業協同組合が発行す

る商品券を交付します。

❷ 融資あっせん利子補給費補助金

❸ 住宅リフォーム助成事業

[ 今年の下水道工事 ]

　今年度の下水道工事は、村道九戸中

学校線の管渠工事及び舗装工事を実施

します。工事期間中は歩行者や車両の

通行など何かとご迷惑をおかけするこ

とと思いますが、皆様のご協力をお願

いいたします。

で
あ
る
こ
と
）

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
に
は
翌
年
度
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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在
、
県
立
病
院
で

　
　
　

は
、
医
師
不
足
と

な
り
、
病
院
の
維
持
、
地

域
医
療
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

深
刻
な
医
師
不
足
の
中

で
、
二
戸
地
域
の
病
院
を

守
り
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
上
手
に
九
戸
診
療

セ
ン
タ
ー
を
利
用
・
相
談

（
受
診
）
し
ま
し
ょ
う
。

　

入
院
が
必
要
な
場
合
や

重
症
患
者
は
県
立
二
戸
病

院
な
ど
に
紹
介
し
て
く
れ

ま
す
。

　

交
通
事
故
や
心
筋
梗
塞

な
ど
緊
急
以
外
は
、
次

の
上
手
な
医
療
機
関
の
か

か
り
方
に
心
が
け
る
こ
と

が
、
地
域
の
医
療
を
守
る

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

ル
ー
ル
や
受
診
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

上
手
に
診
療
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

　　九戸診療センターは、日常の健康管理など身体のことを気軽に相談できる村民の「か

　かりつけ医」の役割を持つ診療所です。風邪などの軽症の病気は、九戸診療センター

　で診てもらいましょう。

　❶　待ち時間が比較的短く、受診の手続きも簡単で、じっくり診察してくれます。

　❷　入院や検査などが必要な場合、専門医を紹介してもらうことができます。

　❸　家族の病状・病歴・健康状態を分かっているので、もしもの時に素早い対応をし

　　　てくれます。

　❹　食事など、日常の健康管理のアドバイスをしてもらうことができます。

　❺　地域住民の健康を守る唯一の医療機関として、訪問診療のほか、学校医や住民検

　　　診などの公衆衛生活動、地元の特別養護老人ホームの嘱託医も担当し、保健・福

　　　祉と連携して活動しています。

　

　　明らかな重症や救急でない限り、病気やけがなどの治療は、なるべく「かかりつけ医」

　である九戸診療センターの診療時間内に受診しましょう。

　　休日に具合が悪くなったら、休日当番医を受診しましょう。救急は重症患者の治療

　にあたる医療機関です。安易な受診は避けましょう。

　　休日当番医は、《広報くのへ》《新聞》《県公式ホームページ》で確認できます。

　

　　子どもの急な発熱・腹痛などでお困りの時には、電話相談も活用できます。症状に応

　じた対処や応急処置を、経験豊かな看護師がアドバイスしてくれます。

　　発熱、嘔吐、下痢、腹痛、誤飲、打撲などで困ったときは電話で相談！

　【こども救急相談電話】受付時間：午後７時～午後11時（年中無休）

　　　　　　　　　　　電話番号：019-605-9000または局番なしの♯ 8000

現

診療センターで、初期受診しましょう 1

診療時間内に受診しましょう

休日診療は指定当番医を利用しましょう

 2

 3

夜間は「こども救急相談電話」も活用できます 4

◉岩手県立二戸病院附属九戸地域診療センター
　　　　　　　　　　　                           （TEL：42-2151　FAX：42-4179）　

　外来診療／内科（月曜～金曜、循環器は水曜）・外科（月・水・金曜）・小児科（木曜）

　受付時間／内科・外科：午前８時30分～11時30分

　　　　　　小児科：午後１時～２時

10

information
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国保の被保険者証を更新します

国保だより 問住民生活課国保住民班☎42-2111（内線212）

　現在、みなさんが使用している国民健康保険の被保険者証の有効期限は、９月 30

日です。

　これに伴い、10 月１日からお使いいただく新しい被保険者証を、９月下旬にお届

けします。届いたら名前などに間違いがないか確認してください。

　また、有効期限が切れた被保険者証は回収しませんので、有効期限が切れたら、

裁断するなど各自で責任をもって処分するよう、お願いします。

●　カード式で一人一枚

　新しい被保険者証は、これまで同様に一人に一枚のカード式です。世帯主あての

封筒に全員分を入れてお届けしますので、住所、氏名、生年月日などを確認願います。

●　被保険者証は大切に

　被保険者証は医療を受けるときに使用するだけでなく、場合によっては身分証明

書にもなる大切なものです。もし紛失したり盗難にあったりしたときは、すぐに警

察や役場の窓口に届け出てください。

●　正しい被保険者証で受診を

　他の市町村に転出したり、職場の健康保険などに加入したりしたときは、国保の

被保険者証を返していただくことになります。すぐに被保険者証を持参して役場の

窓口で手続きをしてください。

　手続きが遅れ、国保の被保険者証で診療を受けてしまう方がいます。

　その場合は高額医療費の支給も遅れてしまいますし、国保が負担した医療費を全

額返していただくことにもなりかねません。異動が生じたときには、すぐに届け出

をして、正しい被保険者証で受診しましょう。
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

九戸分署の皆さんの指導のもと、心肺蘇生法を学びました

安全運転を呼びかける交通安全協会九戸分会と母の会

戸のサミットを開催

「戸」のまちが交流深める

　第18回「戸」のサミットは８月18日、ＨＯＺホール

で開かれ、「戸」がつく８市町村の首長が集まり、各市

町村の近況報告や意見交換などを行い、交流を深めまし

た。終了後は、ふれあい広場特設ステージにおいて、サ

ミットのテーマ曲「戸の町ばやし」の制作10周年を記

念した踊りの競演会を開催。たくさんの観客が集まり、

各市町村の踊りに拍手を送りました。

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。

お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

災害ボランティア講習会

もしもに備え、災害救助を体験

　災害ボランティア講習会（村社会福祉協議会主催）は

８月４日、村開発センターなどで開かれ、九戸中学校Ｊ

ＲＣ委員会など約20人が災害時のボランティア活動に

ついて学びました。講習会では、ポリエチレン袋を利用

して米を炊く炊き出し救護訓練や、九戸分署職員の指導

のもと、心肺蘇生法を体験。万が一の事態に備え、真剣

な表情で話を聴いていました。

目覚まし純情運転作戦

安全運転願い、特産品贈る

　レジャー客や帰省などによる交通量の増加や長距離運

転による過労が原因の交通事故を防ぐため、二戸交通安

全協会九戸分会は８月12日、道の駅オドデ館前で「目

覚まし純情運転作戦」を実施しました。九戸分会、交通

安全母の会会員が村の特産品であるピーマンや、手作り

のマスコットをドライバーに手渡し、「交通事故に気を

つけてください」と呼びかけました。

❶各市町村の首長が、近況報告や

意見交換を行った戸のサミット。

❷戸の町ばやし競演会では、村舞

踊研究会が息の合った踊りを披

露。❸戸の町ばやしの曲の普及に

努めた畑中健吾さん（八戸市）に、

岩部村長から感謝状が贈られまし

た。
❷



13 広報くのへ（2010年9月号）

「小さな親切」実行章を受け取った中道えりさん（左）と

尾友愛璃さん（右）、戸来鉄男校長先生

懸賞付き盆踊り大会を楽しむ来場者

東北電力・ユアテックが街路灯寄贈

明るいまちづくりに役立てて

　７月14日、東北電力株式会社二戸営業所（高橋義則

所長）と株式会社ユアテック二戸営業所（東山敏彦所

長）は、村に街路灯７灯とその取り付け工事一式を寄贈

しました。この活動は、安全・防犯に対する地域社会の

明るいまちづくりを支援するために、昭和43年から実

施されているものです。今回寄贈された街路灯は、地球

環境に優しいＬＥＤを用いたものとなっています。

伊保内小・小さな親切実行章受章

車椅子寄贈の活動が評価

　８月２日、岩手銀行伊保内支店の高橋毅彦支店長が伊

保内小学校を訪れ、ふれあい委員会の尾友愛
あい

璃
り

さんと中

道えりさんに「小さな親切」実行章を伝達しました。こ

の運動は、子どもの豊かな心づくりを目標に、社団法人

「小さな親切」運動本部が取り組んでいるもの。ふれあ

い委員会が中心となり、プルタブを集めて車椅子を寄贈

する活動が評価されての受章となりました。

オドデ塾夏祭り盆踊り大会

ふるさとの夏楽しむ

　毎年多くの人でにぎわうオドデ塾

夏祭り盆踊り大会は８月14日、道の

駅おりつめ「オドデ館」駐車場前で

開かれました。会場では、イワナつ

かみどりや、ビンゴ大会のほか、伊

保内高校郷土芸能委員会による江刺

家神楽の発表、山川大介さんの歌謡

ショーなど各種イベントを開催。祭

りの最後に行われる懸賞付き盆踊り

大会には、３重の輪ができるほどの

人たちが集まり、陽気なおはやしに

合わせて盆踊りを楽しんでいました。

岩部村長に目録を手渡す高橋所長（中央）と東山所長（左）

❶

❸
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7000人の広場

　

第
32
回
村
少
年
野
球
選
手

権
大
会
は
７
月
11
日
、
ナ
イ

ン
ズ
球
場
で
開
か
れ
、
伊
保

内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
熱
戦

を
制
し
ま
し
た
。　

　

伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
初
戦
の
相
手
は
、
前
回
大

会
の
決
勝
で
、
延
長
戦
の
末

敗
れ
た
銀
杏
ク
ラ
ブ
。
４
対

３
で
接
戦
を
制
し
、
決
勝
戦

に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
江
刺
家
少
年
ロ

ビ
ン
ズ
を
10
対
５
で
下
し
、

３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

第
19
回
九
戸
村
小
中
学
校
水
泳
大
会
は

８
月
３
日
、
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
村
内
の
小
中
学
校
か
ら
約

１
４
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
開
会
式
で

は
斉
藤
平

た
い
ら

く
ん
（
戸
田
小
６
年
）
が
「
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
最
後
ま
で
泳
ぎ
き

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
。
選
手
は

プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
の
熱
い
応
援
を
受
け
、

最
後
ま
で
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
部
門
ご
と
の
優
勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
校
・
男
子
】

■
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

髙
橋
広

こ
う

大
だ
い

（
伊

保
内
小
）
▽
５
年
50
㍍　

下
川
原
凱

か
い

斗と

（
長

興
寺
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

橋
山
翔

し
ょ
う

（
戸

田
小
）
▽
６
年
100
㍍　

髙
橋
広

こ
う

大
だ
い

（
伊
保

内
小
）

■
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

関
口
天

て
ん

（
伊
保

内
小
）
▽
５
年
50
㍍　

谷
地
勁

け
い

冴ご

（
戸
田
小
）

▽
４
年
以
下
25
㍍　

舘
本
廣

ひ
ろ

斗と

（
長
興
寺

小
）
▽
６
年
100
㍍　

岩
部
智ち

洋
ひ
ろ

（
伊
保
内
小
）

■
背
泳
ぎ
▽
５
年
50
㍍　

下
川
原
凱

か
い

斗と

（
長

興
寺
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

坂
本
偉い

織
お
り

（
長
興
寺
小
）

■
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
６
年
50
㍍　

玉
川
祐

ゆ
う

次じ

（
長
興
寺
小
）
▽
５
年
25
㍍　

七
戸
亮

り
ょ
う
た太
（
江

刺
家
小
）

村
小
中
学
校
水
泳
大
会

１
４
０
人
が
自
己
ベ
ス
ト
目
指
す

少
年
野
球
選
手
権
大
会
３
年
ぶ
り

伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
制
す

３年ぶりの優勝を果たした伊保内スポーツ少年団

■
200
㍍
リ
レ
ー　

長
興
寺
小
（
古
舘
智

と
も

也や

・

下
川
原
凱

か
い

斗と

・
中
野
隼

し
ゅ
ん
た汰

・
玉
川
祐

ゆ
う

次じ

）

【
小
学
校
・
女
子
】

■
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

斉
藤
樹

じ
ゅ

羅ら

（
戸

田
小
）
▽
５
年
50
㍍　

櫻
庭
美み

穂ほ

（
伊
保

内
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

大
崎
莉り

奈な

（
長

興
寺
小
）
▽
６
年
100
㍍　

斉
藤
樹

じ
ゅ

羅ら

（
戸

田
小
）

■
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

野
田
優

ゆ
う

花か

（
戸

田
小
）
▽
５
年
50
㍍　

櫻
庭
美み

穂ほ

（
伊
保

内
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

玉
川
聖

せ
い

来ら

（
長

興
寺
小
）
▽
６
年
100
㍍　

大
﨑
明め

生い

（
伊

保
内
小
）

■
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

荒
田
千ち

尋
ひ
ろ

（
長

興
寺
小
）
▽
５
年
50
㍍　

岩
部
初

は
つ

音ね

（
伊

保
内
小
）
▽
４
年
以
下
25
㍍　

道
地
奈な

菜な

子こ

（
江
刺
家
小
）

■
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
４
年
25
㍍
（
新
種
目
）

大
崎
莉り

奈な

（
長
興
寺
小
）
26
秒
7=

新
記

録
▽
５
年
25
㍍　

野
辺
地
桃

も
も

子こ

（
江
刺
家

小
）
▽
６
年
50
㍍　

大
﨑
明め

生い

（
伊
保
内
小
）

■
200
㍍
リ
レ
ー　

戸
田
小
（
斉
藤
樹

じ
ゅ

羅ら

・

桂
川
さ
え
・
佐
藤
紗さ

那な

・
野
田
優

ゆ
う

花か

）

【
中
学
校
・
男
子
】

■
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

大
崎
崇

た
か

仙
の
り

（
３
年
）

【
中
学
校
・
女
子
】

■
自
由
形
▽
100
㍍　

松
浦
千ち

明
あ
き

（
３
年
）

■
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

宮
川
菜な

央お

（
３
年
）
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第
30
回
九
戸
村
学

童
相
撲
大
会
は
８
月

６
日
、
九
戸
村
相
撲

場
で
開
催
さ
れ
、
村

内
４
つ
の
小
学
校
か

ら
42
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

玉
川
祐

ひ
ろ

歩と

く
ん（
長

興
寺
小
６
年
）
は
「
い

つ
も
応
援
し
て
く
れ

る
方
の
た
め
に
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、

最
後
ま
で
戦
う
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
選

学童相撲大会

戸田小Ａが団体優勝

村
民
体
育
大
会
４
競
技
終
了

ト
ッ
プ
は
伊
保
内
１
区
・
２
区

　

第
45
回
九
戸
村
民
体
育
大
会
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球

の
４
競
技
は
、
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、

村
内
各
施
設
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
川
原
幸
男
さ
ん
（
荒
谷
）

が
「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
健
闘
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
。
４
競

技
終
了
時
点
で
、
伊
保
内
１
区
と
２
区
が

同
率
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
①
長
興
寺
②
伊
保
内
２

区
③
伊
保
内
１
区

■
野
球
①
戸
田
２
区
②
長
興
寺
③
戸
田
１

区
・
伊
保
内
１
区

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）
①
江
刺
家
②

伊
保
内
２
区
③
戸
田
２
区

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）
①
江
刺
家
②

伊
保
内
１
区
②
戸
田
２
区

■
卓
球
①
戸
田
１
区
②
伊
保
内
２
区
③
伊

保
内
１
区

【
中
間
成
績
】

１
位　

伊
保
内
１
区
（
19
・
５
点
）

１
位　

伊
保
内
２
区
（
19
・
５
点
）

３
位　

戸
田
２
区　

（
19
・
０
点
）

４
位　

江
刺
家　
　

（
18
・
５
点
）

５
位　

長
興
寺　
　

（
14
・
０
点
）

６
位　

戸
田
１
区　

（
12
・
５
点
）

　

駅
伝
競
技
は
９
月
26
日
、
綱
引
競
技
は

11
月
21
日
に
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
団
体
戦
に
は
８

チ
ー
ム
、
個
人
戦
に
は
42
人
が
参
加
。
父

母
や
地
域
の
人
な
ど
、
多
く
の
観
客
が
土

俵
を
見
守
る
な
か
、
選
手
た
ち
は
力
強
く

試
合
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

■
団
体
戦　

①
戸
田
小
学
校
Ａ
（
山
本
康

こ
う

司じ

・
中
村
蓮

れ
ん

・
橘
翔

し
ょ
う

悟ご

・
山
下
泰

た
い

世
せ
い

・
高

倉
拓

た
く

真ま

）
②
長
興
寺
小
学
校
Ａ
（
玉
川
大

だ
い

輔
す
け

・
下
川
原
凱

か
い

斗と

・
野
中
壱

い
つ

聖き

・
玉
川
祐

ひ
ろ

斗と

・
玉
川
祐

ゆ
う

次じ

）
③
長
興
寺
小
学
校
Ｂ
（
野

中
凌り

ょ

う

が雅
・
舘
本
廣

ひ
ろ

斗と

・
坂
本
偉い

織
お
り

・
中
野

隼
し
ゅ
ん
た汰
・
古
舘
智

と
も

也や

）

■
個
人
戦　

▽
４
年
生
の
部

①
橘
翔

し
ょ
う

悟ご

（
戸
田
小
）
②
山

本
康

こ
う

司じ

（
戸
田
小
３
年
）
③

野
中
凌

り
ょ
う
が雅
（
長
興
寺
小
３
年
）

▽
５
年
生
の
部
①
野
中
壱

い
つ

聖き

（
長
興
寺
小
）
②
石
川
優

ゆ
う

真ま

（
江

刺
家
小
）
③
下
川
原
凱

か
い

斗と

（
長

興
寺
小
）
▽
６
年
生
の
部
①

山
下
泰

た
い

世
せ
い

（
戸
田
小
）
②
古

舘
智

と
も

也や

（
長
興
寺
小
）
③
玉

川
祐

ゆ
う

次じ

（
長
興
寺
小
）

■
三
賞　

▽
殊
勲
賞　

中
野

隼し

ゅ

ん

た汰
（
長
興
寺
小
６
年
）
▽

敢
闘
賞　

川
畑
未

ら
い

夢む

（
伊
保

内
小
５
年
）
▽
技
能
賞　

下

川
原
涼

り
ょ
う
た太
（
伊
保
内
小
４
年
）

▽
特
別
賞　

杉
村
明

と
も

朗
ろ
う

（
伊

保
内
小
４
年
）

団体優勝に輝いた戸田小Ａチームの選手たち
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7000人の広場

村体育指導委員がスポーツ器具寄贈

　

６
月
24
日
、
村

体
育
指
導
委
員
協

議
会
の
野
辺
地
正

会
長
が
千
葉
教
育

長

の

も

と

を

訪

れ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
ポ
ー
ル
11
組
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

ポールを寄贈する野辺地会長（右）

固定資産評価審査委員

　固定資産評価審査委員に山下行雄さん

と松澤則雄さんが任命されました。

　任期は平成25年 7月までの３年間と

なります。

山下　行雄さん
（泥の木）

松澤　則雄さん
（伊保内下）

伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
童
新
人
大
会
二
戸
郡
予
選
優
勝

盛岡ブロックＧ
グラウンド

・Ｇ
ゴルフ

大会　
上屋敷さんが優勝果たす

盛岡ブロック・グラウンド・ゴルフ滝

沢大会でブロック優勝に輝き、トロ

フィーを手にする上屋敷仁三郎さん

　

平
成
22
年

度
第
２
回
盛

岡

ブ

ロ

ッ

ク
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル

フ
滝
沢
大
会

　

８
月
７
日
か
ら
８
日
、
一
戸

野
球
場
で
開
催
さ
れ
た
岩
手
県

野
球
協
会
長
旗
争
奪
第
９
回
学

童
新
人
大
会
二
戸
郡
予
選
に
お

い
て
、
伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
優
勝
を
果
た
し
、
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
村
内
の
４
チ
ー
ム

を
含
む
９
チ
ー
ム
が
出
場
。
６

年
生
が
引
退
し
、
新
体
制
と
な
っ

県大会出場を決めた伊保内スポーツ少年団

て
か
ら
初
め
て
の
大

会
に
臨
ん
だ
伊
保
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

４
試
合
す
べ
て
を

コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
制

す
快
挙
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

県
大
会
は
、
９
月

４
日
か
ら
久
慈
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

え
る
猛
暑
の
中
、
熱
戦
を
展
開
。

　

競
技
は
赤
・
青
の
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
上
屋

敷
仁
三
郎
さ
ん
（
荒
谷
）
が
、

青
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

同
大
会
優
勝
ト

ロ
フ
ィ
ー
４
本

の
う
ち
、
３
本

を
九
戸
村
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
会
員
が
獲
得

す
る
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
は
、
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
歩
く
ス
ポ
ー
ツ
。
ポ
ー
ル
を

使
う
こ
と
で
、
通
常
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
平
均
20
％
程
度
上
昇

し
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
す

る
方
は
村
体
育
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

は
８
月
７
日
、
滝
沢
村
総
合
公

園
特
設
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

管
内
11
市
町
村
か
ら
２
８
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
九
戸
村
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら

は
20
人
が
出
場
し
、
35
度
を
超
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わが家の人気者

冬
部　

雪
女

秋
立
つ
や
薬
草
の
風
匂
い
来
る

雲
の
峰
崩
れ
て
雨
脚
迅
く
な
り

帰
省
子
の
東
京
言
葉
よ
く
喋
る

気
負
な
き
余
生
の
暮
ら
し
心
太

高
島
ふ
み
女

や
り
直
し
き
か
ぬ
人
生
秋
立
て
り

霊
棚
は
我
が
家
で
と
れ
た
供
養
膳

炎
天
や
吐
息
で
磨
く
眼
鏡
か
な

車
椅
子
連
ね
て
さ
ん
さ
ま
つ
り
か
な

舘
村　

青
村

不
如
意
な
る
こ
と
も
数
多
や
秋
立
て
り

木
苺
を
漁
り
し
餓
鬼
も
爺
か
な

採
血
の
チ
ク
リ
と
痛
し
夏
の
果
て

微
か
な
る
米
の
香
り
や
稲
の
花

田
村　

畦
畔

立
秋
と
言
え
ど
気
配
の
ま
だ
遠
く

木
苺
や
少
年
の
日
々
よ
み
が
え
り

盆
の
道
集
落
集
い
草
を
刈
る

五
時
起
き
の
草
取
続
く
老
二
人

義　

也

魂
迎
え
と
ろ
と
ろ
燃
え
る
遠
太
鼓

秋
祭
り
シ
ル
バ
ー
世
代
の
総
出
演

帰
省
客
帰
り
て
終
日
布
団
干
す

し
げ
を

夏
の
山
深
く
背
負
い
て
歩
を
は
や
む

カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
や
ま
ぬ
里
日
が
暮
る
る

遠
雷
を
母
の
小
言
と
聞
く
昼
寝

古
舘
や
す
お

木
苺
や
深
呼
吸
し
て
引
き
返
す

鳥
二
羽
の
舞
ひ
ゐ
る
高
さ
よ
秋
の
立
つ

白
倉
や
色
な
き
風
の
行
き
に
け
り

秋
霖
や
手
垢
の
辞
書
の
重
さ
か
な

【
七
月
句
会
の
席
題
句
】

　
　

『
麦
の
秋
』
よ
り

祖
の
畠
恵
み
色
づ
く
麦
の
秋　

（
ふ
み
女
）

我
が
畑
に
麦
の
秋
な
し
老
二
人
（
し
げ
を
）

麦
秋
や
バ
ス
が
捨
て
行
く
薄
煙
（
や
す
お
）

　
　

『
眩
し
』
よ
り

轟
音
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
眩
し
梅
雨
明
り
（
義　

也
）

若
葉
光
豊
胸
眩
し
女
学
生　
　

（
雪　

女
）

眩
し
さ
を
さ
け
る
細
目
や
妻
の
し
わ
（
し
げ
を
）

　
　

『（
雑
詠
）』
よ
り

一
病
に
妙
薬
の
無
し
沙
羅
の
花
（
雪　

女
）

墓い

石し

洗
ふ
若
者
黒
き
サ
ン
グ
ラ
ス
（
や
す
お
）

▲
訂
正
▼
前
号
本
欄
上
段
（
義
也
句
）

×　

夏
燕
専
用
道
路
を
一
文
字

○　

夏
燕
専
用
通
路
を
一
文
字

苅間澤　凜
りん

ちゃん

９月8日生まれ／川向

（父）辰冶さん（母）唯さん

「たくさん食べて、たくさ

ん笑って、元気にのびの

び育ってね！」

　　　　ぱぱ・ままより

第
２
６
８
回
◉
く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

　

七戸友
ゆ り の

利乃ちゃん

９月18日生まれ／細屋

（父）勉さん（母）真由美さん

「明るく元気に育ってね。」

お父さん・お母さんより

Happy 
birthday!!

◉ 10 月に１歳を迎え

る赤ちゃんの写真を募

集しています！ご希望

の方は９月 17 日（金）

までに、❶写真（デー

タでも可）❷お子さま

へのメッセージを書い

た紙を役場総務企画課

広報担当（☎ 42-2111

内線 168）までお持ち

ください。



18

いつでも・どこでも・どなたでも…　生涯学習だより

二十歳の瞳
    ８月15日、九戸村成人式がＨＯＺホールで挙行さ

れ、対象者64人のうち56人が出席し、新たな門出

を祝いました。岩部村長は式辞で「皆さんの前途に

広がっている未来と可能性を夢につなげるよう、努

力してください」と激励。新成人たちは「就職して

親に恩返ししたい」「夢の実現のために頑張る」な

ど、目を輝かせて話していました。

西野千絵美
（瀬月内）

本川奈津美
（泥の木）

本地裕紀子
（二ツ家）

小笠原美帆
（川向）

橋本　彩
（南田）

関口　綾
（小倉）

中村　将樹
（五枚橋）

栗谷川拓洋
（荒田）

水上　千文
（荒田）

脇澤　香穂
（荒田）

中野由貴子
（川向）

岩部　一雄
（川向）

小笠原大介
（川向）

冬部　拓海
（川向）

澤村　沙穂
（川向）

松本　怜子
（川向）

小野寺　璃
（鹿島）

櫻庭　優
（鹿島）

田澤麻衣子
（鹿島）

坂下　良太
（鹿島）

伊保内愛恵
（伊保内上）

岩渕　春那
（妻の神）

柳澤かなえ
（戸田下）

橋本　卓也
（戸田下）

山本　猛輝
（戸田下）

三春　沙織
（戸田下）

舘本　直樹
（戸田舘の下）

下川原瑞穂
（山根）

銚子茉莉衣
（山根）

斉藤　司篤
（戸田上）

関口　瑞紀
（戸田下）

柳沢　香奈
（戸田下）

苅間澤銀次
（戸田下）

高倉　文哉
（泥の木）

森下　克弥
（泥の木）

棟方　歩美
（妻の神）

中村　貴洋
（妻の神）

桂川奈緒子
（瀬月内）

笹木　康智
（瀬月内）

山本　明珠
（宇堂口）

山下　琴伺
（泥の木）

上柿　佑輔
（柿の木）

HATATHI  NO  HITOMI

藤館　雄太
（伊保内下）
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BOOK ９月のおすすめ図書

闇の奥
辻原登著／文藝春秋

　ボルネオのジャングルで気鋭の
民族学者・三上隆が忽然と姿を消
した。彼は、ジャングルの奥地
に隠れ住むという矮

ネ グ リ ト

人族を追って
いたという。三上の生存を信じる
者たちによって結成された捜索隊
は、調査をすすめるうちに、和歌
山からボルネオ、チベットへと運
命の糸に導かれていく。

いぬのおまわりさん
大石真由美著／不知火書房

　結婚式を心待ちにしていたま
ゆちゃんに告げられた病名、「が
ん」。彼女は妊娠継続のまま命が
けの治療を開始、闘病生活をブ
ログに綴った。これは家族への、
まぶしくて温かい愛情がいっぱ
い詰まった、新米ママの記録。遺
した言葉からあふれてくるもの
は、いのち…

ワーニー、パリへ行く
フレッド・マルチェリーノ作／評論社

　おいら、ワニのワーニー。
エジプトじゃ気楽な毎日だ
った。えさなんか、むこう
からやってきた。ところが
ある日、ナポレオンがやっ
てきて、お土産においらを
パリにつれてった。おいら
は一夜にして大スター。パ
リじゃ流行はどんどん変わ
って行く。おちぶれたおい
らの運命は…

ピストルズ
阿部和重著／講談社

　田舎町の書店主・石川は、魔
術師一家と噂される人々と接触
する。その名は菖蒲家。謎に包ま
れた一族の秘密を探るべく、石
川は菖蒲家次女あおばにインタ
ビューを敢行するのだが…そこ
で語られたのは、一族の間で千
年以上も継承された秘術にまつ
わる目眩く壮大な歴史だった。

小田澤美希
（道地）

妻川　美貴
（丸木橋）

池田　愛
（丸木橋）

野辺地雄平
（江刺家上）

大村　祐未
（江刺家上）

池田　絢
（丸木橋）

七戸　宏大
（細屋）

伊波　力
（細屋）

細川　優
（細屋）

市橋　智春
（山屋）

田澤　英寿
（細屋） 01

02

0504

0807

06

03

【PHOTO】01_村民憲章を読み上げる岩部一雄さん。02_新成人全員で村民憲章誓唱

を行いました。03_九戸中学校時代の恩師・黒澤守先生による新成人の呼名。04_

山本猛輝さんが記念品贈呈を行いました。05_千葉政人くん・渡ミラちゃん（伊

保内幼稚園）から花束を受け取り、笑顔を見せる野辺地雄平さんと下川原瑞穂さん。

06_岩部村長から成人の章を受け取る橋本彩さん。07_和やかな雰囲気で行われた

「20歳宣言」。近況や将来の夢、村へのメッセージなどが発表されました。08_謝

辞を読む田澤英寿さん。
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いつでも・どこでも・どなたでも…　生涯学習だより
海
外
派
遣
で
の
思
い
出

九
戸
中
学
校
２
年　

小
松　

拓
斗

　

初
日
の
朝
、
僕
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
海
外

派
遣
で
ど
ん
な
冒
険
が
始
ま
る
の
か
、
楽
し

み
で
と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。
成

田
の
ホ
テ
ル
で
の
夕
食
と
朝
食
は
バ
イ
キ
ン

グ
で
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

２
日
目
は
初
め
て
乗
る
飛
行
機
だ
っ
た
の

で
楽
し
み
で
し
た
。
成
田
空
港
か
ら
ロ
ン
ド

ン
ま
で
は
十
二
時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

飛
行
機
で
は
あ
ま
り
眠
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
疲
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
奉
仕
活
動
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
日
本
と
は
違
っ
て
日
本
よ
り
も
大
き
な

機
械
で
芝
生
を
刈
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ロ
バ
ー
ト
と
そ
の
友

達
と
Ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
ｈ
の
町
に
出
ま
し
た
。ロ
バ
ー

ト
は
僕
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の
人
で
Ｐ
ｅ
ｒ

ｔ
ｈ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
夜
は
ロ
バ
ー
ト
の

家
族
と
友
達
で
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し
た
。
ロ

バ
ー
ト
の
家
は
と
て
も
大
き
く
て
庭
も
大
き

か
っ
た
の
で
、
庭
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
夜
の
11
時
に

は
犬
の
散
歩
に
行
き
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の

11
時
は
日
本
の
時
間
で
言
う
と
７
時
ぐ
ら
い

の
感
覚
で
、
ま
だ
明
る
い
の
で
す
。
近
く
の

公
園
ま
で
行
っ
て
犬
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

公
園
は
高
い
山
の
方
に
あ
っ
た
の
で
、
上
か

ら
見
た
Ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
ｈ
の
町
の
夜
景
が
き
れ
い

で
し
た
。
空
気
を
吸
っ
て
い
て
も
気
持
ち
が

い
い
し
、
動
物
が
た
く
さ
ん
い
て
自
然
が
豊

か
な
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
ト
ミ
ー
の
バ
グ
パ
イ
プ
の
大
会

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
ト
ミ
ー
は
ロ
バ
ー
ト

の
弟
で
音
楽
が
と
て
も
好
き
な
人
で
す
。
ト

ミ
ー
は
ピ
ア
ノ
や
ギ
タ
ー
、
フ
ル
ー
ト
な
ど

の
楽
器
を
吹
い
た
り
弾
い
た
り
で
き
る
の
で

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
会
は
エ
ジ
ン

バ
ラ
ス
ク
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
ー

の
学
校
は
人
数
が
多
い
の
で
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
バ
グ
パ
イ
プ
を
吹
い
て

い
ま
し
た
。
ト
ミ
ー
は
Ｂ
チ
ー
ム
と
し
て
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
結
果
は
ド
ラ
ー
の
学
校

が
15
あ
る
賞
の
う
ち
７
つ
を
取
っ
て
、
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
ド
ラ
ー
の
生
徒
は
み
な

喜
ん
で
い
て
泣
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

と
て
も
い
い
演
奏
で
し
た
。

　

５
日
目
は
始
め
て
ド
ラ
ー
の
学
校
に
行
く

日
で
し
た
。
午
後
か
ら
は
エ
ジ
ン
バ
ラ
の
観

光
に
行
き
ま
し
た
。
エ
ジ
ン
バ
ラ
城
に
行
っ

て
城
の
内
部
な
ど
を
詳
し
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
エ
ジ
ン
バ
ラ
の
市
内
を

歩
き
な
が
ら
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

　

６
日
目
は
学
校
で
初
め
て
授
業
を
受
け
ま

し
た
。
授
業
の
中
で
は
小
学
生
ぐ
ら
い
の
生

徒
に
折
り
紙
や
簡
単
な
漢
字
な
ど
も
教
え
ま

し
た
。
放
課
後
に
は
ロ
バ
ー
ト
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

７
日
目
の
一
時
間
目
、
理
科
の
授
業
は
僕

が
習
っ
た
こ
と
の
あ
る
内
容
で
し
た
。
そ
の

後
、
ク
ッ
キ
ー
と
パ
ン
ケ
ー
キ
を
皆
で
作
り

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。
午
後
は
ス
タ
ー
リ

ン
グ
城
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
エ
ジ
ン
バ
ラ

城
よ
り
は
小
さ
か
っ
た
け
れ
ど
、
上
か
ら
見

た
景
色
は
最
高
で
し
た
。

　

８
日
目
は
午
前
中
に
キ
ャ
ッ
ス
ル
キ
ャ
ン

プ
ベ
ル
城
に
行
き
、
夜
は
ロ
バ
ー
ト
の
友
達

の
家
に
行
っ
て
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し
た
。

　

９
日
目
は
午
前
中
に
ロ
ー
モ
ン
ド
湖
に

行
っ
て
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し
た
。

本
当
な
ら
ば
11
日
目
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
お
別
れ
を
す
る
の
で
す
が
、
ロ
バ
ー
ト
の

事
情
で
９
日
目
に
お
別
れ
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
と
は
二
日
早

い
お
別
れ
だ
っ
た
の
で
と
て
も
残
念
だ
っ
た

け
れ
ど
、手
紙
や
ｅ
メ
ー
ル
で
話
そ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

10
日
目
は
ド
ラ
ー
校
の
先
生
の
家
に
泊
ま
り

ま
し
た
。
先
生
の
奥
さ
ん
が
日
本
人
だ
っ
た
の

で
、
日
本
語
で
話
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

11
日
目
は
エ
ジ
ン
バ
ラ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
ま

で
飛
行
機
で
行
き
、
そ
の
後
大
英
博
物
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
館
が
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
２
階
建
て
バ
ス
に
も

乗
り
ま
し
た
。

　

12
日
目
の
午
前
中
に
イ
ギ
リ
ス
の
国
会
議

事
堂
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
大
き
く

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
昼
食
は
有
名
な
ピ

ザ
屋
さ
ん
で
食
べ
た
ピ
ザ
が
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
午
後
は
世
界
標
準
時
の
も
と
と
な
っ

海
外
体
験
レ
ポ
ー
ト

　

平
成
22
年
度
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
は
、
６
月
10
日
か
ら
23
日
ま
で
英

国
で
の
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
九
戸
中
学
校
か
ら
３
名
、
伊
保
内
高
等
学
校
か
ら
２
名
が
派
遣

生
と
し
て
参
加
し
、
過
去
10
年
来
交
流
を
行
っ
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
ド
ラ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
授
業
に
出
席
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
５
人
の
派
遣

生
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
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た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

13
日
目
は
飛
行
機
で
日
本
に
帰
る
日
で
す
。

僕
た
ち
が
乗
っ
た
の
はB

ritish
 A

ir W
ays

と
い
う
大
き
な
飛
行
機
で
し
た
。

　

14
日
目
は
つ
い
に
自
分
の
家
に
帰
る
日
で

し
た
。
自
分
の
家
族
に
い
ろ
ん
な
思
い
出
を

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
は
自
分
に
と
っ
て
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
ん

で
き
た
こ
と
を
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
海
外
派
遣
は
自
分
の
力
だ
け
で

は
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
村
の
人
や
学
校
の

先
生
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

海
外
派
遣
で
の
感
想

九
戸
中
学
校
２
年　

上
村　

萌
衣

　

今
回
、
海
外
派
遣
に
参
加
し
て
み
て
思
っ

た
こ
と
は
、「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。」
で
す
。

　

行
く
前
は
、
家
族
と
会
え
な
く
て
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
し
な
い
か
な
ぁ
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
人
た
ち
や
そ
の
同
級
生
は
怖
く
な

い
か
な
ぁ
、
な
ど
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
気
に
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
で
家
族
に
電

話
し
て
声
を
聞
い
た
ら
落
ち
着
い
て
、
み
ん
な

と
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
と
初
め
て

会
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
て
、
家
に
向
か
う
と
き

英
語
で
た
く
さ
ん
質
問
さ
れ
た
け
ど
、
み
ん

な
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

し
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
同

い
年
の「
ゲ
イ
ル
」と
同
じ
部
屋
で
寝
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
家
族
と
ゲ
ー
ム
や
庭
に
あ
る
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
び
ま
し
た
。
午
後
は
家
族

ぐ
る
み
で
仲
良
し
ら
し
い
拓
斗
君
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
「
ロ
バ
ー
ト
」
と
拓
斗
君
と

パ
ー
ス
と
い
う
町
に
出
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ

見
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

夜
に
は
ロ
バ
ー
ト
の
家
で
パ
ー
テ
ィ
を
し

ま
し
た
。
家
が
広
く
て
、公
園
み
た
い
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
で
も
夜
に
な
っ
て
も
暗
く

な
ら
な
い
の
が
不
思
議
で
し
た
。

　

そ
し
て
学
校
へ
行
く
日
、お
母
さ
ん
が
作
っ

て
く
れ
た
お
弁
当
を
持
っ
て
お
父
さ
ん
と
ゲ

イ
ル
と
車
で
学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。
学
校

で
は
同
級
生
た
ち
と
会
い
、
す
ご
く
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
小
さ
い
子
た
ち
に
折
り
紙
や
日

本
語
を
教
え
た
り
、
お
城
に
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ゲ
イ
ル
た
ち
に
は
本
物
の
バ
グ
パ
イ

プ
バ
ン
ド
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
カ
ス
や
ス
ー
パ
ー
に

も
行
っ
た
り
、
小
さ
な
博
物
館
に
も
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
い
つ
も

拓
斗
君
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
気
が
し
ま

す
。
拓
斗
君
の
家
の
人
と
私
の
家
の
人
た
ち

が
仲
良
し
で
良
か
っ
た
で
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
す
ご
く
充
実
し
た
良
い
体
験
が
で
き

ま
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
居
ら
れ
る
最
後
の
日

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
事
情
で
拓
斗
君
と

私
は
学
校
の
先
生
の
家
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

も
う
ゲ
イ
ル
に
会
え
な
い
と
思
う
と
と
て
も

悲
し
か
っ
た
で
す
。

　

見
送
ら
れ
た
後
、
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
、

大
英
博
物
館
や
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
な
ど
を

観
光
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
出
発
の

時
、
家
に
帰
れ
て
う
れ
し
い
と
思
っ
た
け
れ

ど
、や
っ
ぱ
り
ま
だ
帰
り
た
く
な
い
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
日
本
に
戻
っ
て
親
の
顔

を
見
た
ら
安
心
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
は
い
っ
ぱ
い
驚
く
事
や

楽
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
本
当
に
行
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　

今
度
は
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
を
連
れ
て
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
外
派
遣
を
通
し
て

九
戸
中
学
校
２
年　

高
橋　

遥
香

　

今
回
、
私
は
「
海
外
派
遣
」
と
い
う
貴
重

な
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
習
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
飛
行
機
は
少
し
不
安
で
し
た
が
、

窓
か
ら
見
え
る
景
色
が
き
れ
い
で
し
た
。
上
空

か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
見
た
と
き
の
最
初
の

印
象
は
、
緑
が
多
く
建
物
の
雰
囲
気
が
日
本
と

は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
と
て
も

優
し
く
て
明
る
い
方
々
で
し
た
。
英
語
が
分

ドラー・アカデミーの生徒らと

　

飛
行
機
に
は
実
は
前
に
も
乗
っ
た
こ

と
が
あ
っ
て
、
乗
る
の
を
特
に
楽
し
み

に
し
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な

楽
し
そ
う
に
し
て
い
て
良
か
っ
た
で

す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
12
時
間
は
き
つ
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
に
着
い
て
、
ま
た
飛
行
機

に
乗
っ
て
エ
ジ
ン
バ
ラ
空
港
ま
で
行
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ド
ラ
ー
ア
カ
デ

ミ
ー
の
先
生
の
車
に
乗
っ
て
ド
ラ
ー
に

向
い
ま
し
た
。
行
く
途
中
に
も
び
っ
く

り
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
一

番
び
っ
く
り
し
た
の
は
道
路
の
す
ぐ
と

な
り
が
芝
生
で
柵
が
あ
っ
て
、
そ
の
中

で
羊
や
馬
や
牛
が
放
し
飼
い
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
所
で
放
し

飼
い
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
ド
ラ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
着
い
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いつでも・どこでも・どなたでも…　生涯学習だより
か
ら
な
い
と
き
、
身
振
り
手
振
り
で
教
え
て

く
れ
た
り
、
紙
に
図
を
描
い
て
ゆ
っ
く
り
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
ナ
は
私
よ
り
１

歳
年
下
だ
け
ど
、
私
よ
り
ず
っ
と
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
の

が
上
手
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々

は
、
色
々
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
毎
日
何
回
も
笑
っ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
な
か
で
も
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
、
家
族
全
員
で
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス

の
ビ
ー
チ
に
行
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。
寒

か
っ
た
の
で
、
浜
辺
で
み
ん
な
と
走
り
回
っ

た
り
、
字
を
書
い
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す
最
後
の
日

だ
っ
た
の
で
、
も
っ
と
早
く
に
来
て

い
れ
ば
、
も
っ
と
早
く
打
ち
解
け
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
最
後
の
日
に
と
て
も
楽
し
い

思
い
出
が
つ
く
れ
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。

　

学
校
で
は
、
ハ
ン
ナ
と
一
緒
に
一

度
だ
け
授
業
を
受
け
ま
し
た
が
、
全

然
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
に
、

折
り
紙
や
漢
字
を
教
え
ま
し
た
。
風

船
な
ど
を
完
成
さ
せ
た
と
き
は
本
当

に
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
て
、

可
愛
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
や
っ

て
小
さ
い
子
に
も
の
を
教
え
る
の
も

結
構
楽
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
城
に
も
行
き
ま
し
た
。
日
本
と

と
が
で
き
ま
し
た
。東
経
と
西
経
に
ま
た
が
っ

て
写
真
を
撮
る
人
た
ち
が
列
を
つ
く
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。

　

海
外
派
遣
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
勉
強
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
し
、

異
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
の
場
を
く
だ
さ
り
、
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
、
今
後
の
生
活

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
外
派
遣
に
参
加
し
て

伊
保
内
高
等
学
校
２
年　

下
斗
米
瑞
穂

　

新
幹
線
に
乗
り
、
私
達
は
東
京
に
行
き
ま

し
た
。
明
日
か
ら
い
よ
い
よ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
へ
向
け
て
飛
行
機
に
乗
り
ま
す
。
私
は
あ

ま
り
実
感
が
な
く
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
事

へ
の
不
安
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

翌
日
、
初
め
て
の
飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

飛
行
機
は
と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。
中
は
、

前
の
席
に
画
面
が
つ
い
て
い
て
映
画
な
ど
を

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
に
着
い
て
、
飛
行
機
の
乗
換
え

が
あ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
着
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
と
、
こ
れ
か

ら
は
英
語
で
話
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
不
安
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

ド
ラ
ー
校
に
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
が
い
ま
し
た
。
私
は
緊
張
し
な
が
ら
英
語

で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
車
の
中
で
い
ろ

い
ろ
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
何
を
言
わ
れ
て
い

る
の
か
分
か
ら
ず
に
だ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
は
「
心
配
し
な

く
て
い
い
で
す
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
少
し
安
心
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
日
は
疲
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ

に
寝
ま
し
た
。

　

土
、
日
は
家
族
と
過
ご
し
ま
し
た
。
映
画

を
見
た
り
城
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
月
曜
日
は
み
な
で
城
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
城
か
ら
見
た
景
色
は
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
他
に
も
授
業
を
受
け
た
り
、
ま
た
小
・

中
学
校
の
人
達
に
漢
字
を
教
え
た
り
、
折
り

紙
を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。
ド
ラ
ー
校
の
人

達
は
折
り
紙
が
好
き
な
よ
う
で
、自
分
で
折
っ

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
達
と
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
を
ロ
ー
モ
ン
ド
湖
で
し
ま
し
た
。
海
で

遊
ん
だ
り
、
森
へ
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
最

後
に
み
ん
な
で
食
べ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
の
日
に
私
と
美
華
さ
ん
は
卒
業
生
の

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
踊
り
を

し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
を
知
ら
な
い
の
で
、
踊

ら
な
い
で
見
て
い
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

無
理
矢
理
踊
ら
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ

て
み
た
ら
楽
し
く
て
た
く
さ
ん
踊
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
ロ
ン
ド
ン
へ
行
く
日
で
、
こ
の
日

で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
は
お
別

れ
で
す
。
私
は
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
手
紙
を
渡
し
ま
し
た
。
喜
ん
で
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

は
全
く
違
う
造
り
だ
し
、
も
の
す
ご
く
大
き

か
っ
た
の
で
感
動
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
絶

対
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
来
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ

行
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
二
階
に
乗
れ
た
の
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
大
英
博
物
館
で
は
、

あ
ま
り
ゆ
っ
く
り
展
示
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
物
の
ミ
イ
ラ
を
近

く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
広
い
図
書
館
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
感
動
し
ま
し
た
。
日
本
の
展
示
物
も
見
た

か
っ
た
け
れ
ど
、
展
示
場
所
が
分
か
ら
な
く

て
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
残
念
で
し
た
。
グ

リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
で
は
、
子
午
線
を
見
る
こ

ドラー・アカデミー小学生クラスの授業に参加
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ロ
ン
ド
ン
で
は
、
白
い
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

箸
を
使
っ
た
り
、
み
そ
汁
を
食
べ
た
り
と
日

本
食
を
久
し
ぶ
り
に
食
べ
ま
し
た
。
外
国
で

日
本
の
食
べ
物
を
食
べ
る
の
は
少
し
変
な
感

じ
で
し
た
が
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

他
に
も
、
宮
殿
や
ビ
ッ
グ
ベ
ン
な
ど
を
見

て
、
と
て
も
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

海
外
派
遣
は
、と
て
も
自
分
の
た
め
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
経
験
す
る
こ
と
は
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
経
験
し
た
こ

と
を
忘
れ
ず
に
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。

海
外
派
遣

伊
保
内
高
等
学
校
２
年　

夏
井　

美
華

　

今
回
の
海
外
派
遣
は
、
私
に
と
っ
て
、
確

実
に
こ
れ
か
ら
先
に
繋
が
る
貴
重
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
家
を
出
る
こ
と
も
、
東
京
に

着
い
た
と
き
も
、
自
分
が
本
当
に
外
国
に
行

く
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自

分
が
二
週
間
も
九
戸
に
い
な
い
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
日
本
に
も
い
な
い
な
ん
て
、
想
像
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

飛
行
機
に
乗
っ
て
、
や
っ
と
実
感
が
で
て

き
ま
し
た
。「
楽
し
み
」
と
「
不
安
」
と
い
う

気
持
ち
が
半
分
ず
つ
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
到
着
し
て

ま
ず
初
め
に
思
っ
た
こ
と
は
、
自
然
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
道
路
に
も

最
低
限
の
看
板
し
か
な
く
、
羊
や
牛
、
馬
な

ど
が
放
牧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
美
し

い
所
で
し
た
。
古
い
建
物
や
家
も
あ
っ
て
映

画
の
風
景
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
う
と
き
は
、
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
の
間
、
知

ら
な
い
家
で
過
ご
し
て
、
日
本
語
が
使
え
な
い

ん
だ
と
思
う
と
、
一
人
で
や
っ
て
い
け
る
か
不

安
で
し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人

達
は
、
み
ん
な
笑
顔
で
優
し
く
迎
え
て
く
れ
て

安
心
し
た
し
、
そ
れ
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
初
め
は
何
も
分
か
ら
な
く
て
戸
惑
う
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

人
達
が
色
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
早
く
生
活
に
慣
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
事
は
も
ち
ろ
ん
、
家

で
の
過
ご
し
方
や
、
お
風
呂
の
使
い
方
ま
で
違

う
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
子
と
一
緒
に
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス

に
乗
っ
て
通
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
日
本
語

で「
こ
ん
に
ち
は
」と
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、

も
う
名
前
を
覚
え
て
呼
ん
で
く
れ
た
り
し
て
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
小
学
生
に
折
り
紙
や
漢
字
を

教
え
ま
し
た
。
み
ん
な
平
仮
名
や
カ
タ
カ
ナ

は
も
う
上
手
に
書
け
て
い
ま
し
た
。
私
達
が

英
語
を
勉
強
し
て
い
る
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
学
校
で
も
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
城
も
た
く
さ
ん
見
て

き
ま
し
た
。
日
本
で
は
絶
対
に
見
ら
れ
な
い

も
の
を
見
て
い
る
と
思
う
と
感
動
し
ま
し
た
。

城
は
ほ
と
ん
ど
が
石
で
で
き
て
い
て
、
坂
を

登
っ
た
高
い
所
に
あ
り
、
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。

　

家
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
と
た
く

さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
子
は
日
本
語
や
日

本
の
文
化
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
頑
張
っ

て
日
本
語
や
平
仮
名
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
平
仮
名
を
教
え
た
り
、
簡
単
な
日
本
語
を

教
え
て
き
ま
し
た
。
私
も
英
語
の
発
音
な
ど
を

教
え
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
話
を
す
る
中
で

分
か
ら
な
い
と
き
は
、
電
子
辞
書
を
使
っ
た
り

し
ま
し
た
。
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
時
は
、
単

語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
ま
し
た
。
九
戸
の

こ
と
や
、
伊
保
内
高
校
の
こ
と
も
伝
え
ら
れ
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

最
終
日
は
パ
ー
テ
ィ
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
を
し
た
り
花
火
を
見
た

り
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

海
外
派
遣
に
行
っ
た
こ
と
は
、
私
の
一
生

忘
れ
な
い
大
切
な
経
験
に
な
り
、
大
切
な
思

い
出
に
も
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
事
も

学
び
ま
し
た
。
言
葉
や
文
化
、
国
が
違
っ
て

も
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
達
と
会
っ
て
、

一
緒
に
過
ご
し
て
、
少
し
で
も
繋
が
り
を
持

て
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

　

将
来
も
う
一
度
、
自
分
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

ロンドン・大英博物館の前で



24

今月は

小野寺洋子保健師です。

みんなの健康

も
し
も
、
あ
な
た
の
家
族
の
誰
か

に
笑
顔
が
消
え
た
ら
？

国 民 年 金

news.

　　　民年金で保険料を免除された期間は、老齢・

　　　障害・遺族の各基礎年金では、年金を受け

るための資格については、保険料を全額納めたと

きと同じ権利を得ることができます。

　ただし、老齢基礎年金の年金額では、保険料を

全額納めたときの１に対して、全額免除期間は２

分の１、４分の３免除期間は８分の５、半額免除

期間は４分の３、４分の１免除期間は８分の７で

計算されます（注）。また、学生納付特例と若年者

納付猶予によって全額免除された期間は、老齢基

礎年金の年金額には反映されないカラ期間になっ

てしまいます。

　これらの免除期間について、後でゆとりができ

たときに、10 年以内であれば保険料を追納して満

額の老齢基礎年金に近づけることができます。

　追納できる期間の順序は先に免除された期間か

らとされていますが、学生納付特例と若年者納付

猶予の期間は、先に追納することも選択できます。

　なお、保険料の追納には納付書が必要です。納

付書の発行は申込みが必要ですので、住所地を管

轄する年金事務所までお問い合せください。

　（注）平成 21 年３月以前に免除された期間は、

全額免除で３分の１、４分の３免除で２分の１、

半額免除で３分の２、４分の１免除で６分の５で

計算されることになります。

　詳しくは下記へお問い合わせください。

問　住民生活課国保住民班（☎42-2111内線211）

問　二戸年金事務所（☎23-4111）

国民年金で免除された

保険料の追納について

国

　

心
の
健
康
は
充
実
し
た
生
活
の
上
に
成

り
立
ち
ま
す
。
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の

も
健
康
な
体
が
あ
っ
て
こ
そ
。
疲
れ
た
心

で
は
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
の
家
族
の
誰
か
に
笑
顔
が
消
え

た
ら
？
本
人
が
つ
ら
い
だ
け
で
な
く
、
家

族
関
係
も
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
﹁
悪
者
探
し
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
﹂
ど
う
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
の
⁝
？

﹁
誰
が
悪
い
﹂﹁
世
の
中
が
悪
い
﹂﹁
自
分
が

悪
い
﹂。

　

で
も
本
当
は
誰
の
せ
い
で
も
な
く
、
心

が
調
子
を
崩
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ス
ト
レ
ス
や
心
配
・
過
労
が
続
く
と﹁
う

つ
﹂
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は

誰
も
気
付
か
な
い
で
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
家
族
に
そ
ん
な
人
が
い
た
ら
、
耳

を
傾
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
決
し
て
﹁
励

ま
す
﹂
と
か
﹁
が
ん
ば
れ
！
﹂
と
い
っ
た

こ
と
は
避
け
て
下
さ
い
。
心
の
休
養
が
必

要
な
の
で
す
。

　

一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
！
誰
か
に
話

す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
も
の
で
す
。

心
が
弱
っ
て
い
る
と
き
こ
そ
、
誰
か
に
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
方
の
た
め
に

村
で
は
９
月
か
ら
﹁
出
前
相
談
﹂
を
保
健

セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
で
行
い
ま
す
。
気
分

転
換
を
兼
ね
て
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■保健師の出前相談■

日時：

９月７日火　

午前９時 30 分～ 11 時 30 分

場所：

江刺家ふるさとセンター　

※待ち時間を少なくするため、

希望の時間を保健師まで連絡お

願いします。

※保健センターではいつでも

相談を受けられます。事前に

連絡ください。

申し込み・問い合わせ：　

役場住民生活課保健衛生班

（☎ 42-2111 内線 122）
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７月の事故・火災・救急

累計 昨年比

人身事故 0件 2件 －2件

物損事故 8件 38件 －2件

死 亡 者 0人 0人 －1人

負 傷 者 0人 3人 －1人

飲酒運転検挙者 1人 1人 －3人

火　　災 1件 6件 －1件

救　　急 24件 156件 ＋24件

死亡事故０
ゼ ロ

日数 303日（７月末現在）

９月９日は「救急の日」

　　　 たちは、いつ、どこで、突

　　　 然のケガや病気におそわれ

るかわかりません。そんなときに、

家庭や職場でできる手当のことを

『応急手当』といいます。病院に着

くまでに応急手当をすることで、

ケガや病気の悪化を防ぐことがで

きます。

　ケガや病気の中でも最も重篤で

緊急を要するものは、心臓や呼吸

が止まってしまった場合です。

救急講習を受講しましょう

　何の心得もなく、突然目の前で

人が倒れたら戸惑ってしまうのは

当然です。しかし、救急講習会な

どで一度経験しておけば、人の命

を救うための手助けは誰にもでき

ることなのです。大切な命を救う

ため『心肺蘇生法』『ＡＥＤを使用

した除細動（電気ショック）』を中

心とした応急手当を学びましょう。

講習会の依頼は九戸分署まで。

私

火事と救急・救助は119
問二戸消防署九戸分署☎42-3119

★
家
族
に
、
行
き
先
と
帰
宅

時
間
を
知
ら
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

★
２
人
以
上
で
出
か
け
、
山

で
は
お
互
い
に
声
を
か
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

★
食
糧
・
懐
中
電
灯
・
雨
具
・

携
帯
電
話
な
ど
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

★
万
一
遭
難
し
た
ら
、
歩
き

回
ら
ず
捜
索
隊
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
安
心
を　光

で
届
け
る

　

反
射
材
」

■
運
動
の
期
間

　

９
月
21
日
火
か
ら

　

９
月
30
日
木
ま
で

■
運
動
重
点

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◎
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

と
夜
間
の
歩
行
中
・　

自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

キ
ノ
コ
採
り
に
伴
う

事
故
防
止

～
山
の
恵
み
の
収
穫
よ
り
も
、

安
全
第
一
で
～

　　

昨
年
１
年
間
で
キ
ノ
コ
採

り
に
伴
う
遭
難
は
、
16
件
16

人
の
発
生
で
、
死
者
４
人
、

行
方
不
明
者
２
人
、
負
傷
者

４
人
、
無
事
救
出
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

発
生
件
数
、
遭
難
者
数
と

駐在所ホットライン
問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210

も
、
一
昨
年
に
比
べ
て
11
件

増
、
11
人
増
と
大
幅
な
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

●
キ
ノ
コ
採
り
遭
難
の
原
因

は
次
の
と
お
り
で
す
。

道
に
迷
っ
た
も
の　
　
　

７
人

ク
マ
に
襲
わ
れ
た
も
の　

５
人

転
落
に
よ
る
も
の　
　
　

１
人

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　

３
人

●
年
齢
で
は
、
16
人
の
う
ち
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
14
人

で
、
約
87
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
キ
ノ
コ
採
り
に
お
け
る
注

意
事
項

※累計は１月からの合計です。

ベ

ル

ト

と

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の

徹
底

◎
夕
暮
れ
時



26

ごみ収集日

収集区域 燃えるごみ ビン・金物 空き缶 粗大ごみ 紙・プラ

瀬月内～

二ツ家

毎週水曜日
６ 21 ９

１・８・15・22・29

鹿島～

南田

毎週木曜日
７ 27 15

２・９・16・30

小倉～

細屋

毎週金曜日
13 28

第２火曜日
22

３・10・17・24 14

休日当番医　午前９時～午後５時 休日当番歯科医 午前９時～正午

５ 日
小原内科医院

５ 日
宮沢歯科医院

☎ 23-3410（二戸市） ☎ 46-2953（軽米町）

12 日
藤田内科

12 日
小野寺歯科医院

☎ 38-2772（二戸市） ☎ 33-3050（一戸町）

19 日
二戸クリニック

19 日
窪島歯科医院

☎ 25-5770（二戸市） ☎ 23-2425（二戸市）

20 月
すがわら消化器内科

20 月
沢藤歯科医院

☎ 23-2879（二戸市） ☎ 25-4002（二戸市）

23 木
金田一診療所

23 木
奥中山高原歯科クリニック

☎ 27-2205（二戸市） ☎ 35-2951（一戸町）

26 日
むらかみ医院いたみのクリニック

26 日
こしみず歯科クリニック

☎ 48-1500（軽米町） ☎ 33-4618（一戸町）

村のこよみ
５ 日 村民スポ・レク大会（ソフトボール・グラウンドゴルフ・ビーチボール・村民登山）

７ 火 九戸村小学校陸上記録会（９時30分～村陸上競技場）

９ 木 心肺蘇生法講習会（13時～ＨＯＺホール）

10 金 デイケア（９時30分～保健センター）

11 土 九戸村敬老会（ＨＯＺホール・戸田小学校・江刺家小学校）

13 月
三種混合予防接種（14時～保健センター）

ぽっかぽか教室（個別　保健センター）

16 木 九戸政實杯ゲートボール交流大会（８時30分～村陸上競技場）

21 火 乳児・１歳６か月児・２歳児健診（13時15分～保健センター）

26 日 村民体育大会駅伝競技（８時～国道340号）

27 月 ぽっかぽか教室（９時30分～保健センター）

28 火 ＢＣＧ・三種混合予防接種（14時～保健センター）

30 木
全血献血

国民健康保険税第３期納期限◉今月の無料相談

■法律相談

相談日：９月７日㊋、９月22日

㊌／受付時間：午前10時～午後

３時／相談場所：二戸市役所市

民協働部生活環境課　

問岩手弁護士会☎019-623-5005

※要予約　

■個別健康相談

相談日：９月９日㊍／受付時

間：午後１時～午後３時／相談

場所：二戸市総合福祉センター

問二戸・久慈地域産業保健セン

ター☎23-4466　※要予約

お詫びと訂正

広報くのへ８月号３ページの

「関畑智昭」さんは「関畑友

昭」さんの誤りです。お詫びし

て訂正します。

計画（岩手県循環型社会形成推進計

画）（案）」に係るパブリック・コメ

ントを下記のとおり実施します。

　計画素案の内容や意見の提出方法

など詳細については、以下のアドレ

スの県公式ホームページに記載のと

おりです。

■県ホームページ　

http://www.pref.iwate.jp/

■実施期間　

９月13日㊊～10月12日㊋

■問い合わせ　

岩手県環境生活部資源循環推進課

（☎019-629-5367）
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こころの健康づくり
公開講座実施の案内

　二戸保健所保健課では、傾聴ボ

ランティア養成講座を開催します。

■日時　

９月16日㊍

午後１時30分～４時30分

■場所　二戸地区合同庁舎１階

■内容

❶講話「経済・生活問題への対策

information
九戸村役場☎42-2111　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

地域の介護予防
活動を支援します

　介護予防に取り組む町内会など

を、村と二戸地区広域行政事務組

合が連携して応援します。冬期間

あるいは新たに活動を計画してい

る地域で、補助金助成をご希望の

場合はお申し込みください。

■支援対象活動

・介護予防のための健康、生きがい

づくり活動

・介護予防のための知識や技術など

を習得するための講座などの開催

・介護予防に関する地域住民の意識

の啓発を図るための座談会などの

開催

・その他、介護予防活動に資する活動

■支援内容　
・補助対象経費の10分の８以内で

上限を３万円とし、予算の範囲内

で補助します。

・活動スタッフや講師の調整など

■支援対象者

介護予防活動に取り組む町内会、

自治会など

村営住宅入居者
募集のお知らせ

　村では、村営住宅の入居者を募

集します。

■募集戸数　小倉団地…１戸

■住宅の概要　

木造平屋３ＤＫ

※平成22年10月１日から入居予定

※家賃は所得に応じて決定（入居

後も変動あり）

■入居資格　

①現に住宅に困窮していること　

②政令で定める収入基準に適合し

ていること

③国税・地方税など滞納していな

いこと

■募集期間　

９月３日㊎～９月14日㊋

午前８時30分～午後５時

※土・日・祝日は除く

※先着順ではありません。

■申し込み・問い合わせ　

役場農林建設課地域整備班

（☎42-2111内線283）

パブリック・コメント
実施のお知らせ

　県では、「新しい岩手県廃棄物処理

■補助金による助成期間

申請が認められた日から平成23年

３月31日まで

■補助金助成の申込期間

第２次申込　平成22年９月１日㊌

～９月30日㊍

■申し込み・問い合わせ　

役場住民生活課保健衛生班

（☎42-2111内線123）

二戸地区広域行政事務組合介護保

険推進室（☎23-7772）

土地家屋についての
無料相談実施します

　岩手県土地家屋調査士会二戸久

慈支部では、「土地家屋調査士制度

制定60周年」を記念して下記のと

おり無料相談を行います。

■日時　

10月９日㊏　午前10時～午後３時

■場所　二戸市シビックセンター

■相談内容　

・土地の分筆、合筆、地目変更、地

積更生登記

・建物の新築、増築、滅失登記

・土地、建物の調査測量

・境界問題

■問い合わせ　

岩手県土地家屋調査士会二戸久慈

支部　二戸地区事務局　大村義明

（☎46-2027）

と自殺予防について」（講師　ＮＰ

Ｏいわて生活サポートセンター事

務局長　藤澤俊樹氏）

❷シンポジウム「大切ないのちを

守りたい…」～今、私たちができ

ること～（シンポジスト　自殺未

遂の方の家族・救急外来看護師・

藤澤俊樹氏）

■申し込み・問い合わせ　

二戸保健所保健課（☎23-9206）
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　今年は５年に１度行われる国勢調査の年です。国勢調査は10月１

日現在の皆さんの状況を全国一斉に調べるものです。赤ちゃんから

お年寄りまで、国内に住むすべての方が対象です。９月下旬から調

査員が伺いますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ　

役場総務企画課地域振興班（☎42-2111内線172）

戸籍だより

７月16日～８月15日届け出分・敬称略

※氏名は正字で表記しています。

☆お誕生おめでとう☆

大　野　萌
もえ

　夏
か

　（和浩・美代子）小　倉

髙　岡　哲
てっ

　平
ぺい

　（一富・朋子）　小　倉

柳　下　爽
そう

　太
た

　（友昭・千裕）　平　内

欠　端　好
こう

　晃
こ

　（将喜・真希子）戸田下

●ご冥福をお祈りします●

滝　谷　幸　三　　（77歳）　細 　 屋

本　地　勝　雄　　（63歳）　鹿 　 島

工　藤　吉　治　　（92歳）　大 　 向

古　舘　石　藏　　（81歳）　川 　 向

古　舘　リ　セ　　（93歳）　荒 　 田

人の動き

（平成22年８月１日現在）

●人　口　　６，６９１人（　＋１）

　　男　　　３，２５１人（　＋２）

　　女　　　３，４４０人（　－１）

●世帯数　　２，１８７世帯（－２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　１４　人（　８５人）

　転　出　　　　８　人（１０３人）

　出　生　　　　４　人（　１７人）

　死　亡　　　　９　人（　６１人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集室から
◆すごい！伊保内高校弓道部のイン

ターハイ３位入賞。知らせを聞いた瞬

間、鳥肌がたちました。今回の結果は、

村民に勇気と自信を与えてくれたと思い

ます。選手の皆さん、大きな感動をあり

がとう！そしてお疲れさまでした◆九戸

まつりの写真を撮っていたら、久しぶり

に参加したくなってうずうず…広報担当

を卒業した際には何かやりたいと思うの

で、ぜひ誘ってください◆記録的な

暑さが続いた今年の夏。皆さん体調は大

丈夫でしょうか。９月はちょっとでも涼

しくなるといいなぁ…（尾友）

し
る
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ー
・
し
ー
と
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　折爪荘夏祭りは８月１日、同ホーム前庭で開か

れ、施設利用者や家族、ボランティアや村民など

多くの人でにぎわいました。

　開会行事で村社会福祉協議会の関口誠治理事長

は「利用者が季節の行事を楽しむとともに、地域

の方や家族とふれあう祭りにしてください」とあ

いさつ。施設職員の「戸の町ばやし」、村舞踊研

究会による民謡や舞踊が会場を盛り上げました。

出店ではおでんや焼き鳥などが好調な売れ行き。

打ち上げ花火、ビンゴ大会にはこの日一番の人出

があり、訪れた人たちはにぎやかな夏の夜を楽し

んでいました。

◉写真…おはやしに合わせて、ナニャトヤラ盆踊りを楽

しむ利用者の皆さん。

地域とふれあう夏の夜
夏の風物詩・折爪荘夏祭りにぎわう


